
より効果的な取り組み方、指導の在り方

（特色ある取組）

以下の各学校の実践資料により特色ある取組の詳細を紹介する。

【学校力を生かした主な取組】

・メンターチームによる組織的支援・・・・・・・・・・・ （大樹町立大樹小学校）

・近隣校と連携した研修システムの構築・・・・・・・・・ （北広島市立大曲小学校）

【教師力を生かした主な取組】

・日常的な研修サイクル・・・・・・・・・・・・・・・・ （旭川市立愛宕東小学校）

・短期的シャドーイングサイクル・・・・・・・・・・・・ （釧路市立芦野小学校）

・ジョブシャドーイング型初任者研修プログラムの作成・・ （室蘭市立旭ヶ丘小学校）



メンターチームによる組織的支援

【大樹町立大樹小学校】

メンターチームを組織し、初任者及びメンティへ定期的に指導・助言を行うとともに、メン

ターは初任者への指導・助言を行うことで自らの実践を深化させている。

初任者はメンターチームにより、日常的に実践例や課題を共有し、研修目的を常に明確にす

ることで、指導方法等の改善に直結する効果がある。
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大
樹
小
学
校
に
お
け
る
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
と
り
く
み

大
樹
小
学
校
の
体
制

・
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
対
象
初
任
者
は
２
名
（
４
年
生
と
５
年
生
に
副
担
任
的
に
配
置
）

・
指
導
体
制
の
類
型
は
Ｂ
型
（
学
級
担
任
と
初
任
者
研
修
担
当
教
諭
）

シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
内
容

◆
大
樹
小
学
校
の
基
本
的
な
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
進
め
方

学
校
力
向
上
に
関
す
る
総
合
実
践
指
定
校
と
し
て
、
全
職
員
の
共
通
理
解
と
協
力
の
も
と
に

指
導
教
諭
だ
け
で
な
く
、
他
学
年
や
特
別
支
援
学
級
の
教
諭
と
連
携
し
な
が
ら
多
く
の
教
諭

が
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
（
初
任
者
研
修
）
に
関
わ
る
よ
う
な
体
制
で
研
修
を
進
め
る
。

◆
お
も
な
５
つ
の
と
り
く
み

・
類
型
Ｂ
型
に
よ
る
ク
ラ
ス
担
任
と
Ｔ
Ｔ
（
副
担
的
）
を
組
ん
で
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
を
す
る
。

・
学
年
で
連
携
し
Ｔ
１
と
し
て
授
業
を
進
め
る
中
で
、
他
学
級
担
任
か
ら
指
導
を
受
け
る
。

・
専
科
教
諭
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
や
指
導
教
諭
以
外
の
ベ
テ
ラ
ン
教
諭
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
。

・
他
学
年
学
級
や
特
別
支
援
学
級
の
授
業
を
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
し
担
任
の
指
導
を
学
ぶ
。

・
メ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
、
定
期
的
な
メ
ン
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
教
師
力
の
向
上
を
は
か
る
。

◆
と
り
く
み
の
詳
細

～
ク
ラ
ス
担
任
と
Ｔ
Ｔ
を
組
ん
で
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
で
は
～

・
初
任
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
担
任
と
Ｔ
Ｔ
を
組
み
、
Ｔ
２
や
副
担
任
的
な
立
場
と
し
て

授
業
に
関
わ
る
中
で
、
学
習
指
導
の
方
法
や
児
童
と
の
関
わ
り
方
を
間
近
で
観
察
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

※
学
習
指
導
面
に
限
ら
ず
生
徒
指
導
や
保
護
者
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、
学
級
経
営
全
般
も
含
ま
れ
る
。

～
学
年
で
連
携
し
た
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
と
授
業
の
指
導
で
は
～

・
隣
接
ク
ラ
ス
で
は
、
時
に
は
Ｔ
１
と
し
て
授
業
を
進
め
る
側
に
な
り
、
観
察
し
て
得
た
も
の
を
実
践
で

検
証
す
る
。
そ
の
際
、
Ｔ
２
と
な
る
隣
接
ク
ラ
ス
担
任
に
授
業
に
つ
い
て
観
察
し
て
も
ら
い
、
授
業
後

に
振
り
返
り
な
ど
を
行
う
。

※
Ｔ
１
と
し
て
の
授
業
を
通
じ
て
、
自
分
の
指
導
の
課
題
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
以
後
の
解
決

や
克
服
に
向
け
た
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
充
実
を
は
か
る
。

～
専
科
教
諭
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
や
ベ
テ
ラ
ン
教
諭
に
よ
る
指
導
で
は
～

・
総
合
実
践
指
定
校
と
し
て
、
加
配
状
況
を
生
か
し
た
一
部
教
科
な
ど
の
専
科
制
を
導
入
し
て
い
る
本
校

の
授
業
実
践

（
理
科
・
図
工
・
外
国
語
）
を
観
察
し
、
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
良
さ
を
学
び
取
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
担
任
や
指
導
教
諭
以
外
の
ベ
テ
ラ
ン
の
教
諭
（
教
務
主
任
）
に
よ
る
、
授
業
観
察
と
詳
細
な
事
後
指
導

に
よ
る
授
業
力
向
上
を
は
か
る
。

～
他
学
年
学
級
や
特
別
支
援
学
級
の
授
業
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
で
は
～

・
様
々
な
学
年
の
授
業
や
生
徒
指
導
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
を
進
め
る
。

そ
こ
で
は
た
だ
観
察
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
「
授
業
観
察
シ
ー
ト
」
に
授
業
の
感
想
や
授
業
内
容
や

生
徒
指
導
に
つ
い
て
の
質
問
を
記
載
し
、
担
任
に
返
事
を
書
い
て
も
ら
い
本
人
に
還
元
す
る
。

～
メ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
で
は
～

・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
一
環
と
し
て
の
メ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
定
期
的
な
メ
ン
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
実
践
例
や

課
題
を
共
有
化
し
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
目
的
や
視
点
に
つ
な
げ
る
。

内
容
と
し
て
は
、
教
科
指
導
、
保
護
者
対
応
（
家
庭
訪
問
）
、
行
事
の
と
り
く
み
、
先
輩
教
師
の
授
業

参
観
、
教
室
環
境
の
参
観
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

※
週
１
回
、
１
～
４
年
目
の
教
員
（
７
名
）
と
５
年
目
教
員
（
メ
ン
タ
ー
）
・
管
理
職
で
実
施

-2
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◆
課
題
点
や
改
善
点
に
つ
い
て
（
一
学
期
の
課
題
点
・
二
学
期
の
克
服
点
・
三
学
期
の
改
善
や
工
夫
点
）

様
々
な
制
約
等
を
克
服
し
報
告
作
成
に
と
ど
ま
ら
す
、
次
に
つ
な
が
る
価
値
あ
る
内
容
の
模
索

一
学
期
に
見
え
て
き
た
課
題
点
を
△
、
そ
の
克
服
に
向
け
た
二
学
期
の
と
り
く
み
や
成
果
を
○
、
更
に

内
容
の
充
実
や
改
善
に
む
け
た
三
学
期
の
工
夫
や
計
画
を
☆
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

・
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
事
後
指
導
の
確
保
（
指
導
教
諭
の
時
間
的
な
制
約
で
の
課
題
の
克
服
面
）

△
定
期
的
な
話
し
合
い
の
場
の
設
定
が
難
し
か
っ
た
。
（
校
内
体
制
や
専
科
制
故
の
難
し
さ
）

△
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
の
作
成
は
さ
れ
た
が
、
担
任
教
諭
や
指
導
教
諭
、
管
理
職
と
の
事
後
の

話
し
合
い
は
十
分
に
持
て
ず
、
有
効
的
に
活
用
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

○
他
学
年
担
任
の
授
業
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
に
よ
り
、
児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
法
や
支
援

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
指
導
法
や
生
徒
指
導
面
の
質
問
に
答
え
て
も
ら
う
形
で
、

日
常
の
自
分
の
疑
問
の
解
決
の
糸
口
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
想
定
外
の
効
果
と
し
て
、
接
点
が
な

か
っ
た
教
諭
と
の
結
び
つ
き
が
得
ら
れ
た
面
や
、
授
業
を
参
観
し
て
も
ら
っ
た
教
諭
も
、
初
任
者

か
ら
の
質
問
に
答
え
る
中
で
刺
激
と
な
り
、
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
っ
た
。

○
指
導
教
諭
以
外
の
教
諭
に
よ
る
指
導
で
は
、
初
任
者
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
が
実
際
に
自
分
の
授
業

で
さ
れ
る
こ
と
で
、
目
的
や
効
果
を
実
感
し
て
も
ら
う
中
で
、
学
校
全
体
で
初
任
者
を
研
修
す
る

気
運
は
高
ま
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
指
導
教
諭
以
外
の
教
諭
に
よ
る
指
導
も
、
指
導
体
制
の
類
型
か
ら
は
逸
脱
す
る
が
、
学
校

全
体
の
共
同
体
制
や
、
そ
の
時
点
で
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
で
き
る
人
が
指
導
に
あ
た
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
た
。
こ
れ
は
、
担
当
教
諭
や
指
導
教
諭
の
個
人
の
型
・
個
性

（
良
い
面
も
悪
い
面
も
含
め
）
に
、
初
任
者
が
は
ま
り
す
ぎ
な
い
方
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
担
当

教
諭
の
負
担
軽
減
の
一
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
板
書
写
真
を
活
用
し
た
事
後
指
導
（
付
箋
貼
り
付
け
方
法
）
は
、
指
導
教
諭
が
自
分
の
空
き
時
間

で
検
証
し
指
導
で
き
る
面
で
は
、
有
効
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
付
箋
を
は
っ
た
板
書
写
真
を
返
す
だ

け
で
な
く
、
空
い
た
時
間
を
見
つ
け
て
板
書
や
授
業
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
取
り
た
め
た
板
書
写
真
か
ら
、
自
分
の
授
業
や
板
書
の
課
題
を
短
時
間
で
確
認
で
き
授
業

計
画
に
利
用
で
き
る
面
で
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
目
的
意
識
を
持
っ
た
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
視
点
の
明
確
化

△
自
分
の
授
業
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、
授
業
に
足
り
な
い
も
の
や
上
手
く
い
か
な
い
原
因
に
視

点
を
あ
て
た
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
目
的
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
。
（
自
己
分
析
と
他
者
の
評
価
）

○
担
任
以
外
の
教
諭
、
専
科
の
教
諭
、
ベ
テ
ラ
ン
教
諭
と
の
交
流
か
ら
、
自
分
の
抱
え
て
い
る
疑

問
や
指
導
の
糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

☆
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
視
点
を
明
確
に
す
る
。
内
容
と
し
て
（
板
書
・
発
問
・
支
援
・
規
律
）
に

絞
り
込
み
、
一
定
期
間
を
か
け
て
、
担
任
以
外
に
も
多
く
の
教
員
（
他
学
年
・
支
援
学
級
）
の

授
業
を
観
察
し
て
い
く
な
か
で
研
修
を
進
め
て
い
き
た
い
。

・
生
徒
指
導
面
に
お
け
る
問
題
へ
の
対
処
法
な
ど
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

△
担
任
教
員
に
は
、
常
に
初
任
者
教
員
と
の
相
談
を
意
識
し
て
も
ら
う
中
で
、
学
年
団
と
し
て
児
童

へ
の
対
応
な
ど
に
協
働
で
あ
た
っ
て
も
ら
え
た
。
た
だ
、
保
護
者
へ
の
対
応
面
で
は
、
個
人
同
士

の
対
応
や
勤
務
時
間
外
（
夜
）
の
対
応
が
あ
り
、
こ
の
面
は
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
が
し
づ
ら
い
面
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

△
状
況
を
素
早
く
察
知
し
て
担
任
・
学
年
内
の
話
し
合
い
に
進
ん
で
参
加
し
た
り
、
自
ら
児
童
に
つ

い
て
、
話
を
切
り
出
す
面
と
い
っ
た
対
応
面
に
つ
い
て
は
、
担
任
以
外
の
指
導
教
諭
は
把
握
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
多
分
に
あ
っ
た
。

○
指
導
教
諭
が
理
科
専
科
で
、
初
任
者
が
入
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
児
童
の
授
業
を
し
て
い
る
関
係
で

時
間
が
あ
る
と
き
は
、
児
童
に
つ
い
て
色
々
な
話
（
指
導
も
含
め
）
を
深
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
、
定
期
的
に
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

☆
学
校
全
体
と
し
て
の
対
応
を
学
ぶ
た
め
に
生
徒
指
導
部
に
所
属
し
て
い
な
い
二
人
に
は
、
指
導
部

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
生
徒
指
導
上
の
協
議
が
あ
る
時
に
は
、
部
会
参
加
に
声
を
か
け
て
も
ら
う

な
ど
の
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

※
本
校
の
新
採
用
教
諭
は
、
少
年
団
活
動
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
学
校
教
育
と
は
違
い
社
会
教
育

の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
異
学
年
集
団
を
指
導
す
る
生
徒
指
導
の
面
や
保
護
者
対
応
、
他
団
体
と

の
結
ぶ
つ
き
で
は
、
生
徒
指
導
と
社
会
と
の
関
わ
り
の
面
で
重
要
な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
社
会
に
お
け
る
人
と
の
結
び
つ
き
や
学
校
と
は
違
っ
た
社
会
教
育
に
お
け
る
組
織
の
あ
り
方

を
学
ぶ
上
で
は
、
教
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
一
面
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

－ 33 －
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画像資料によるとりくみの紹介

１．他学年授業のシャドーイングから
４年生に入っている初任者が、６年生家庭科授業を参観時のシート ５年生に入っている初任者が、４年生算数授業を参観時のシート

２．ベテラン教諭（教務主任）に授業を見てもっらた時の資料①（作成者 西田教諭）

－ 34 －



- 4 -

ベテラン教諭（教務主任）に授業を見てもっらた時の資料②（写真から）

※このあと４枚続きがあります。

－ 35 －
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３．板書写真に付箋を貼る方法

５年生の初任者の算数の授業

４年生の初任者の算数の授業

－ 36 －



- 6 -

４．メンターチームによるとりくみ ～取り組みの概要～（作成者、黒川教諭）

・メンターチームの研修は毎週金曜日放課後に行われています。その後、「メンター便り」が
毎週発行されて、全教職員に配布されてます。（１２月末時点で３０号です。）

－ 37 －



近隣校と連携した研修システムの構築

【北広島市立大曲小学校】

メンターチームによるメンタリングを定期的に実施しているほか、近隣の小学校との初任者

合同研修会を、講座内容、講師等を明記した年間計画（別添）に基づき、年１８回以上を実施

している。

また、初任者合同研修会において、日常の場面ごとに心がけておくべきことをまとめた「若

手教員の手引」を独自に作成し、活用することで、日常の各種業務における指導力向上に寄与

している。



大曲小学校におけるジョブシャドウイングの取組 
 

大曲小学校の体制 
・ジョブシャドウイング対象の初任者は 1 名。（6 年生に副担任として配置） 
・もう 1 名の初任者は担任を持っている。 
・指導体制の類型は B 型。 
・6 年生のベテラン教師をシャドウイングして、ときに授業も行いアドバイスを受け

ている。 
 

シャドウイングの内容 
 ◆大曲小学校の基本的なジョブシャドウイングの進め方 
・初任者指導教諭を中心として、シャドウイングを実施し、年間を通じて初任者を

マンツーマンで指導する。 

・さらに拠点校指導教員が他学年や特別支援学級の教員などと連携しながら多くの

教員と関わることができるようプロデュースを行う。 

・授業づくりや求められる 5つの力を満たすための校内研修については、合同初任

研や拠点校指導教員により指導する。 
 
◆主な取組 
①学級担任と TT を組むことによるシャドウイング。 
②学級担任の示範授業を参観するシャドウイング。 
③学年で連携して T1 として授業を進める中で、拠点校指導教諭や学年の教諭から

指導を受ける。 
④合同初任者研修により他校の優れた教諭の授業や取組を参観する。 
⑤メンターチームによる年間 20 回以上のメンタリングを行い、教師力の向上を図

る。 
 
 ◆取組の詳細 
～①、②について～ 
 別紙「ジョブシャドーイング実施記録票」にあるように、授業に関わる中で児童へ

の関わり方や授業の進め方、また保護者対応や生徒指導についても間近で観察でき

るようにしている。ＴＴ等については、毎日の省察のためのノートを作って次年度

以降に役立てることとしている。 
 
～③について～ 
 T1 を経験し、ジョブシャドウイングで得たものを実践する。また、年間 3 回の研
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究授業を行い、ストップモーションをもとに詳細にわたる事後指導を行い、授業力

の向上を図る。 
 
～④について～ 
 石狩管内の小学校に配属された初任者に声かけを行い、合同初任者研修を行ってい

る。（年間計画は別紙参照）「若手教員の手引き」をもとに指導を行う。（「若手教員

の手引き」は別紙参照）また、初任研参加者はリフレクションシートや論理作文（別

紙参照）により研修をふりかえり、メタ認知能力の向上を目指している。 
 
～⑤について～ 
 今年度より、初任者層（新採用・2 年目）を対象（メンティと呼ぶ）を、先輩教師

（メンター）が共に働き、語り合いながら育成する研修を取り入れている。3 回実

施するごとに交流会を持ち、次の計画について話し合い、タイムリーな話題になる

ように心がけている。 

  

愛と勇気 2014年5月16日 卓球（クラブ活動に関わって）
クラブ活動に関わって卓球の指導法についてオープンスペースにて実
技を交えて学んだ。

よっしー 2014年5月16日 ラジオ体操
運動会に向けて、正しいラジオ体操を資料や動画を見ながら全員で行っ
た。

マー 2014年5月16日 鍵盤ハーモニカ・歌の指導
1年1組で鍵盤ハーモニカを2台使用し、指導法について交流した。また、
メンティーの指導上の悩みについて交流を行った。

さおりん 2014年5月16日 合同音楽の指導法
視聴覚室において、ピアノを用いた全体指導の仕方について交流をす
ることで指導法を学んだ。

愛と勇気 2014年5月23日 保護者対応→ラジオ体操
運動会に向けて、正しいラジオ体操を村本教諭を中心にプレイルームで
指導した。

よっしー 2014年5月23日 リレー指導 リレーのバトンパスについて廊下を使って実技を交えた練習を行った。

マー 2014年5月23日 立ち歩きの子への対応
メンターの教室にいる立ち歩きがみられる児童のことについての相談活
動を行った。

さおりん 2014年5月23日 通知表の書き方
通知表の準備はいつごろから始めればよいか、どのようなところを見て
おくと良いか、良い例などについて話し合った。
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回
期

日
場

所
コ
　
マ

5
0
分

①
担

当
②

担
当

③
担

当
④

担
当

⑤
担
当

⑥
担
当

①
３
月
２
８
日
（
金

）
大
曲
小

6
9
:0
0
～
9
:5
0

　
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
学
校
計

画
研

修
へ

の
対

応
）

（
全

体
）
石

川
陽

一
・
（
合

同
）

山
田

洋
一

1
0
:0
0
～
1
0
:5
0

講
義

「
教

師
は

最
初

の
3
日

で
な
に
を
指

導
す
る
の

か
」
（
学

級
事

務
の

進
め
方

）
山

田
洋

一
1
1
:0
0
～
1
1
:5
0

講
義

「
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
の

た
め
の

春
休

み
業

務
」

（
学

級
担

任
の

準
備

）
山

田
洋

一

1
3
:0
0
～
1
3
:5
0

　
　
　
演
習
「
自
己
分
析
を
し
て
み
よ
う
！
自
分
の
強
み

は
何
か
」

　
　
　
※
長
期
目
標
設
定
シ
ー
ト
記
入
（
学
級
経
営
の

反
省
）

2
年
目
　
長
期
目
標
シ
ー
ト
振
り
返
り
　
　
1
3
：
0
0
～
1
4
：

5
0

山
田
洋
一

1
4
:0
0
～
1
4
:5
0

講
義
「
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
保
障
す
る
た
め
の

仕
事
術
」

（
学
校
の
組
織
と
運
営
）

横
藤
校
長

1
5
:0
0
～
1
5
:5
0

演
習
「
教
師
の
仕
事
と
は
何
か
」
数
名
の
ミ
ニ
講
義

（
前
年
度
初
任
者
）
「
教
師
の
仕
事
と
は
何
か
、
私
の

考
え
」
　
　
2
年

目
　
ス
ピ
ー
チ

前
年
度
初
任

者
他

②
４
月
３
日
（
木
）

大
曲
小

6

9
:0
0
～
9
:5
0

　
　
講

義
「
２
つ
の

も
の

さ
し
で
学

級
経

営
を
評

価
す
る

～
Ｑ
－
Ｕ
か
ら
織
物
モ
デ
ル
ま
で
～
」
（
児
童
理
解
の

方
法
、
諸

検
査

等
資

料
活

用
上

の
留

意
点

、
学

級
集

団
の
評

価
と
改

善
）

横
藤

校
長

1
0
:0
0
～

1
0
:5
0
　
教

育
長

講
話

「
若

い
教

師
に
期

待
さ
れ

て
い
る
こ
と
」

（
教

育
行

政
の

実
際

、
教

職
員

の
服

務
と
義

務
、
教

員
に
対

す
る
期

待
）

教
育

長
1
1
:0
0
～
1
1
:5
0

演
習

「
初

日
の

指
導

を
体

感
し
よ
う
～

ベ
テ
ラ
ン
の

模
擬

指
導

～
」
（
学

年
、
学

級
経

営
の

意
義

・
計

画
）

津
屋

幸
恵

山
田
洋
一

1
5
:0
0
～
1
5
:5
0

演
習
「
実
践
の
ふ
り
か
え
り
を
ど
う
お
こ
な
う
か
～
論
理

作
文
実
作
～
」
（
教
科
指
導
の
反
省
）

石
川
陽
一

③
５
月
１
日
（
木
）

大
曲
小

3
1
3
:3
0
～
1
4
:2
0

　
　
演

習
「
論

理
作

文
交

流
」

（
教
科

指
導

の
反

省
）

山
田

洋
一

1
4
:3
0
～
1
5
:2
0

　
　
講

義
「
行

事
指

導
は

ど
う
あ
る
べ

き
か

？
」

（
学

校
行

事
の

指
導

）
石

川
陽

一
1
5
:3
0
～
1
6
:2
0

　
　
演

習
「
行

事
指

導
　
Ｑ
&
Ａ
」

（
学

校
行

事
の

指
導

）
石

川
陽

一
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

④
６
月
２
４
日
（
火

）
大
曲
東

3
1
3
:3
0
～
1
4
:2
0

　
演
習

「
論

理
作

文
交

流
（
）
」

（
特
別
活

動
の

反
省

）
石

川
陽

一
山

田
洋

一
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

⑤
７
月
４
日
（
金
）

双
葉
小

3

1
3
:3
0
～
1
4
:2
0

授
業
参

観
「
教

え
て
表

現
さ
せ

る
授

業
」
（
音

楽
、
合

唱
）

（
授
業

の
参

観
と
分

析
、
授

業
研

究
）

曽
羽

澄
子

1
4
:3
0
～
1
5
:2
0

演
習

「
論

理
作

文
交

流
」

　
　
（
特

別
活

動
、
教

科
指

導
の

反
省

）
石

川
陽

一
1
5
:3
0
～
1
6
:2
0

　
　
演

習
「
合

唱
指

導
の

あ
り
か

た
Q
&
A
」

（
教

科
指

導
の

反
省

）
曽

羽
澄

子
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

⑥
夏
休
み

7
月
3
0
日

(水
）

大
曲
小

9
:0
0
～
9
:5
0

　
　
演
習

「
論

理
作

文
交

流
（
初

期
指

導
の

悩
み

、
戸

惑
い
）
」

（
集
団
指

導
と
個

別
指

導
　
生

徒
指

導
の

反
省

）

石
川

陽
一

1
0
:0
0
～
1
0
:5
0

「
生

活
科

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

５
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」

横
藤

校
長

1
1
:0
0
～
1
1
:5
0

　
　
演

習
「
学

級
通

信
交

流
」
講

義
「
教

師
の

文
章

術
～

学
級

通
信

を
ど
う
書

く
か

～
」

（
学

級
通

信
の

作
成

）

山
田

洋
一

中
村
信
義

佐
々
木
智
秀

1
5
:0
0
～

講
義
の
ふ
り
返
り

（
学
級
経
営
の
反
省
）

中
村
信
義

佐
々
木
智
秀

⑦
夏
休
み

7
月
3
1
日

(木
）

大
曲
東
小

5

9
:0
0
～
9
:5
0

　
演
習

「
初

任
者

に
よ
る
模

擬
授

業
&
授

業
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
(事

前
課

題
：
自

分
の

授
業

記
録

を
テ
ー
プ
起

こ
し

す
る
）

（
学
習
指

導
案

の
作

成
、
教

材
教

具
の

活
用

、
教

育
機
器
の
活

用
）

横
藤

校
長

石
川

陽
一

山
田

洋
一

石
川

陽
一

山
田

洋
一

熊
谷

夏
子

1
3
:0
0
～
1
3
:5
0

　
演
習
「
1
学
期
の
学
級
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
で

あ
っ
た
の
か
」

（
学
級
経
営
の
反
省
）

苫
米
地
幸
子

1
4
:0
0
～
1
4
:5
0

　
　
長

期
目

標
設

定
シ
ー
ト
ふ

り
返
り
、
再

記
入

（
学
級
経
営
の
反
省
）

山
田
洋
一

⑧
夏
休
み

8
月
1
8
日

(月
）

双
葉
小

5
9
:0
0
～
9
:5
0

　
演
習

「
論

理
作

文
交

流
」

（
学
級
集

団
の

評
価

と
改

善
）

石
川

陽
一

1
0
:0
0
～
1
0
:5
0

　
演
習
「
初
任
者
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
『
最
近
読
ん
だ
教

育
書

３
冊

』
」

1
1
:0
0
～
1
1
:5
0

　
　
演

習
「
２
学

期
の

学
級

経
営

を
『
見

え
る
化

』
す
る
」

（
学

級
の

危
機

管
理

）

⑨
９
月
８
日
（
月
）
緑
ヶ
丘
小

3
1
3
:3
0
～
1
4
:2
0

　
　
授
業

参
観

「
学

力
を
培

う
国

語
授

業
の

進
め
方

」
（
授
業
研

究
、
評

価
規

準
の

作
成

と
活

用
）

谷
浦

真
実

1
4
:3
0
～
1
5
:2
0

演
習

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型

の
研

究
協

議
」

（
教

科
指

導
の

反
省

）
山

田
洋

一
　
　
1
5
:3
0
～

1
6
:2
0

　
演

習
「
論

理
作

文
交

流
（
教

育
書

読
後

レ
ポ
ー
ト
）
」

石
川

陽
一

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

⑩
１
０
月
９
日
（
木

）
大
曲
小

3
岩

崎
愛

彦
進

行
　
山

田
洋

一

1
5
:1
0
～
1
6
:0
0

　
　
演

習
「
論

理
作

文
交

流
（
）
」

石
川

陽
一

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

⑪
１
２
月
８
日
（
月

）
緑
ヶ
丘
小

3
1
3
:3
0
～
1
4
:2
0

　
　
授

業
参

観
「
追

究
意

欲
を
高

め
る
社

会
科

授
業

」
（
授
業

研
究

、
評

価
規

準
の

作
成

と
活

用
）

1
4
:3
0
～
1
5
:2
0

　
　
演

習
「
論

理
作

文
交

流
」

（
道

徳
教

育
の

反
省

）
石

川
陽

一
1
5
:3
0
～
1
6
:2
0

　
　
演

習
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型

の
研

究
協

議
」

（
教

科
指

導
の

反
省

）
山

田
洋

一
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

⑫
冬
休
み

1
2
月
2
6
日

（
金
）

サ
テ
ラ
イ
ト

札
幌

5

9
:0
0
～
9
:5
0

　
演
習

「
2
学

期
の

学
級

経
営

の
ポ
イ
ン
ト
と
は

何
で

あ
っ
た
の

か
」

（
学
級
経

営
の

反
省

）

江
渡

和
恵

1
0
:0
0
～
1
0
:5
0

　
　
長

期
目

標
設

定
シ
ー
ト
ふ

り
返

り
、
再

記
入

石
川

陽
一

1
1
:0
0
～
1
1
:5
0

　
　
講

義
「
後

期
学

級
経

営
の

ポ
イ
ン
ト
」

山
田

洋
一

1
3
:0
0
～
1
4
:0
0

講
義
・
演
習
「
指
導
が
難
し
い
子
の
理
解
・
指
導
を
ど
う

す
る
か
」
（
い
じ
め
問
題
の
理
解
と
対
応
、
生
徒
指
導

上
の
諸
問
題
の
対
応
）

森
正
人

1
4
:0
0
～
1
5
:0
0

講
義
「
生
徒
指
導
の
原
理
・
原
則
」
（
い
じ
め
問
題
の
理

解
と
対
応
、
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
の
対
応
）

大
曲
中

柳
本
環
樹

⑬
冬
休
み

1
月
1
4
日

(水
）

サ
テ
ラ
イ
ト

札
幌

9
:0
0
～
9
:5
0
「
指

導
の

ほ
こ
ろ
び

　
に
点
検

～
か

く
れ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概

論
～

」
山

田
洋

一
山

田
洋

一
1
3
:0
0
～
1
4
:0
0

講
義
「
教
師
の
成
長
モ
デ
ル
～
初
任
３
年
間
で
何
を

学
ぶ
べ
き
か
～
」

三
尾
修
士

1
4
:0
0
～
1
5
:0
0

「
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
を
知
る
」

横
藤
校
長

1
5
:0
0
～
1
5
:5
0

演
習
「
論
理
作
文
交
流
（
）
」

（
指
導
記
録
の
整
理
）

石
川
陽
一

⑭
冬
休
み

1
月
1
5
日

(木
）

サ
テ
ラ
イ
ト

札
幌

5
山

田
洋

一

国
語
　
左
近

伸
一
　
算
数

加
藤
優
子

⑮
冬
休
み

1
月
1
6
日

（
金
）

ダ
イ
ナ
ス

テ
ィ

3
村

本
哲

弥

⑯
２
月
５
日
（
木
）

双
葉
小

3
1
3
:3
0
～
1
4
:2
0

　
　
授

業
参

観
「
興

味
・
関

心
を
高

め
る
理

科
の

実
験

」
（
授
業

研
究

、
指

導
と
評

価
）

1
4
:3
0
～
1
5
:2
0

　
　
演

習
「
論

理
作

文
交

流
（
テ
ー
マ
な
し
）
」

石
川

陽
一

1
5
:3
0
～
1
6
:2
0

　
　
演

習
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型

の
研

究
協

議
」

（
教

科
指

導
の

反
省

）
山

田
洋

一
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

⑰
３
月
６
日
（
金
）
緑
ヶ
丘
小

3

1
3
:3
0
～
1
4
:2
0

　
　
授

業
参

観
「
特

別
活

動
　
話

し
合

い
の

授
業

」
（
学
級

活
動

の
指

導
、
特

別
活

動
授

業
の

参
観

と
分

析
）

1
4
:3
0
～
1
5
:2
0

　
　
演

習
「
論

理
作

文
交

流
（
テ
ー
マ
な
し
）
」

石
川

陽
一

1
5
:3
0
～
1
6
:2
0

　
　
講

義
「
儀

式
的

行
事

に
お
け
る
作

法
指

導
」

（
特

別
活

動
の

全
体

計
画

と
指

導
計

画
）

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
　
2
0
分

⑱
３
月
２
７
日
（
金

）
大
曲
小

3
進

行
　
山

田
洋

一

1
5
:3
0
～
1
6
:2
0

　
　
次

年
度

初
任

研
参

加
ス
ピ
ー
チ

（
1
年

間
の

体
験

発
表

）

こ
の

ほ
か

１
０
時

間
程

度
の

初
任

者
授

業
交

流
お
よ
び
研

究
協

議
参
加
な
ど
を
含
む
。

4
校

合
同

研
修

は
7
月

2
3
日

、
1
2
月

3
日

、
2
月

2
5
日

を
予

定
。

1
3
:0
0
～
1
6
:0
0

市
内
教
育
関
係
機
関
視
察
(み

ら
い
塾
　
見
学
を
含
む
）

　
（
教
育
相
談
の
進
め
方
、
教
育
相
談
の
実
際
、
事
例
研
究
の
進
め
方
、
事
例
研
究
の
実
際
）

1
0
:0
0
～
1
1
:5
0

演
習
　
授
業
ク
リ
ニ
ッ
ク
模
擬
授
業
交
流

（
学

習
指

導
案

の
作

成
、
教

材
教

具
の

活
用

、
教

育
機

器
の

活
用

）

1
3
:0
0
～
1
4
:5
0

　
　
演
習
「
学
級
通
信
交
流
」
講
義
「
教
師
の
文
章
術
～
学
級
通
信
を
ど
う
書
く
か
～
」

（
学
級
通
信
の
作
成
）
講
義
「
学
校
は
こ
う
見
ら
れ
て
い
る
～
日
本
人
学
校
で
の
経
験
か
ら
」
（
社
会
的
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
活
動
の
方
法
　
生
徒
指
導
、
学
校
の
説
明
責
任
）

平
成
２
６
年
度
北
広
島
市
初
任
者
合
同
研
修
会
(改

定
案
　
４
）

1
3
:0
0
～
1
3
:5
0
　
1
4
:0
0
～
1
4
:5
0

　
　
演
習
「
日
常
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
～
模
擬
授
業
を
受
け
る
～
」
、
演
習
「
優
れ
た
日
常
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
？
」

（
授
業
の
参
観
と
分
析
、
教
材
研
究
の
進
め
方
）

1
4
:3
0
～
1
6
:2
0

　
　
演

習
「
所

見
交

流
」
講

義
「
教

師
の

文
章

術
～

所
見

を
ど
う
書

く
か

～
」

（
通

知
表

の
作

成
）

1
3
:3
0
～

1
4
:2
0
、
1
4
:3
0
～

1
5
:2
0

　
　
長

期
目

標
設

定
シ
ー
ト
ふ

り
返

り
、
再

記
入

、
1
年

間
の

学
び
の

共
有

化

1
3
:1
5
～
1
5
:0
0

　
　
授

業
参

観
(道

徳
の

時
間

）
・
演

習
「
授

業
検

討
方

法
を
学

ぶ
～

ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
方

式
に
よ
る
授

業
検

討
～

」
（
道

徳
教

育
の

内
容

と
方

法
、
授

業
研

究
、
私

た
ち
の

道
徳

の
活

用
）

9
:0
0
～
1
2
:0
0

　
演

習
「
子

ど
も
を
伸

ば
す
発

問
づ
く
り
演

習
」

（
授

業
研

究
）

ス
キ
ー
研

修

1
3
:0
0
～
1
5
:0
0

講
義
・
演
習
「
基
礎
学
力
を
保
障
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
＆
コ
ツ
」
2
5
分
×
4

（
授
業
研
究
）

1
0
:0
0
～
1
1
:5
0

教
科

指
導

の
基

礎
力

U
P
　
教

科
書

分
析

法
　
（
授

業
研

究
）
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1 
    

(2
) 研

修
の
流
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１
年
間
の
研
修
の
流
れ
は
、
以
下
の
通
り
に
な
り
ま
す
。
 

  
◆
４
月
 

 
合
同
初
任
研
①
 

 
 
講
義
「
２
つ
の
も
の
さ
し
で
学
級
経
営
を
評
価
す
る
～
Ｑ
－
Ｕ
か
ら
織
物
モ
デ
ル
ま
で
～
」

 
 
 
講
義
「
教
師
は
最
初
の

3
日
で
な
に
を
指
導
す
る
の
か
」

 
 
 
演
習
「
初
日
の
指
導
を
体
感
し
よ
う
～
ベ
テ
ラ
ン
の
模
擬
指
導
～
」

 
 
 
演
習
「
日
常
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
～
模
擬
授
業
を
受
け
る
～
」

 
 
 
演
習
「
優
れ
た
日
常
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
？
」

 
   
校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

 
＜
メ
ン
タ
ー
制
度
と
は
＞
 

 
メ
ン
タ
ー
と
は
、
"メ

ン
タ
リ
ン
グ
"す

る
人
の
意
味
で
あ
り
、
そ
の
語
源
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に

登
場
す
る
メ
ン
ト
ー
ル
と
い
う
人
物
名
に
由
来
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
リ
ン
グ

と
は
人
の
育
成
、
指
導
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
指
導
者
（
メ
ン
タ
ー
）
が
指
示
や
命
令
で
は
な
く
、

助
言
と
対
話
に
よ
る
気
づ
き
で
、
被
育
成
者
（
メ
ン
テ
ィ
ー
ま
た
は
プ
ロ
テ
ジ
ェ
）
本
人
の
自
発

的
・
自
律
的
な
成
長
を
促
す
方
法
で
す
。
そ
し
て
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
メ
ン
テ
ィ
ー
が

メ
ン
タ
ー
か
ら
指
導
・
支
援
さ
れ
る
関
係
の
こ
と
を
メ
ン
タ
ー
制
度
と
い
い
ま
す
。
 

 
事
業
会
社
で
使
わ
れ
る
一
般
的
な
メ
ン
タ
ー
制
度
と
は
、
メ
ン
テ
ィ
ー
の
業
務
（
キ
ャ
リ
ア
形

成
・
ス
キ
ル
向
上
・
人
間
関
係
改
善
な
ど
）
や
業
務
外
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
）
の
こ
と
に
対
し
、

メ
ン
タ
ー
が
相
談
を
受
け
、
悩
み
や
疑
問
の
解
消
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
メ
ン
テ
ィ
ー
の
組
織
人

と
し
て
の
成
長
を
支
援
す
る
制
度
の
こ
と
で
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
範
囲
は
非
常
に
多
岐
に
渡
り

ま
す
。
 

 合
同
初
任
研
②
 

演
習
「
論
理
作
文
交
流
（
初
期
指
導
の
悩
み
、
戸
惑
い
）」

 

講
義
「
教
師
の
成
長
モ
デ
ル
～
初
任
３
年
間
で
何
を
学
ぶ
べ
き
か
～
」
 

講
義
及
び
ミ
ニ
演
習
 

 
「
説
明
責
任
時
代
の
教
師
力
～
保
護
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
・
子
供
の
ト
ラ
ブ
ル
と
ど
う
向
き
合
う
か
」 

  
校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

 
拠
点
校
指
導
 

 
＜
拠
点
校
指
導
と
は
＞
 

   ８
 

初
任

者
研

修
に

つ
い

て
（

平
成

２
６

年
度

）
 

 
教
師
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
皆
さ
ん
は
、
大
学
で
「
教
育
職
員
免
許
法
」
に
基
づ
い
た
講

義
を
受
け
、
そ
の
後
も
日
々
夢
に
向
か
っ
て
努
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

 
皆
さ
ん
が
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す

か
？
 

 
理
論
が
分
か
っ
て
も
実
践
す
る
と
な
る
と
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
で
役
立
て

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
教
師
と
し
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
し

て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 
自
分
自
身
に
ど
ん
な
力
が
身
に
付
い
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
力
が
必
要
な
の
か
を
確
認

す
る
意
味
で
も
、
是
非
初
任
者
研
修
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

(1
) １

年
間
の
研
修
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
研
修
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

  
□
 道

教
委
計
画
研
修
 

 
 
 
北
海
道
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
研
修
で
す
。
 

 
□
 一

般
研
修
 

 
 
 
教
育
委
員
会
や
教
育
セ
ン
タ
ー
等
で
開
催
さ
れ
る
研
修
で
す
。
 

 
□
 宿

泊
研
修
 

 
 
 
北
海
道
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
研
修
で
す
。
 

 
□
 学

校
計
画
研
修
 

 
 
 
学
校
で
計
画
的
に
行
う
研
修
で
す
。
 

 
□
 北

広
島
市
合
同
初
任
者
研
修
 

 
 
 
大
曲
小
・
大
曲
東
小
・
双
葉
小
・
緑
ヶ
丘
小
・
大
曲
中
の
初
任
者
の
た
め
の
研
修
で
す
。
 

 
□
 校

内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

 
 
 
初
任
者
の
た
め
の
研
修
で
す
。
 

 
□
 ４

校
合
同
研
修
 

 
 
 
学
校
力
向
上
に
関
す
る
総
合
実
践
事
業
に
よ
る
研
修
会
で
す
。
 

 
□
 校

内
全
体
研
修
 

 
 
 
校
内
で
実
施
す
る
研
修
で
す
。
 

 
□
 拠

点
校
指
導
 

 
 
 
初
任
者
が
在
籍
す
る
学
校
へ
、
担
当
の
教
員
が
訪
問
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
い
ま
す
。
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3 
 

   合
同
初
任
研
⑦
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
演
習
「
1
学
期
の
学
級
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」
 

 
演
習
「
２
学
期
の
学
級
経
営
を
『
見
え
る
化
』
す
る
」
 

 
演
習
「
初
任
者
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
『
最
近
読
ん
だ
教
育
書
３
冊
』」

 

 
長
期
目
標
設
定
シ
ー
ト
ふ
り
返
り
、
再
記
入
 

 ◆
８
月
 

合
同
初
任
研
⑧
 

 
演
習
「
初
任
者
に
よ
る
模
擬
授
業
&授

業
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
 

 
演
習
「
1
学
期
の
学
級
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」
 

 
演
習
「
２
学
期
の
学
級
経
営
を
『
見
え
る
化
』
す
る
」
 

 
市
内
教
育
関
係
機
関
視
察
(み

ら
い
塾
 
見
学
を
含
む
）
 

 道
教
委
計
画
研
修
宿
泊
研
修
（
管
内
の
初
任
者
と
宿
泊
学
習
を
行
い
ま
す
）
 

校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

 ◆
９
月
 

合
同
初
任
研
⑨
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
教
科
指
導
の
基
礎
力

UP
 
教
科
書
分
析
法
 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

4
校
合
同
研
修
 

 ◆
１
０
月
 

合
同
初
任
研
⑩
 

 
授
業
参
観
(道

徳
の
時
間
）
 

 
演
習
「
授
業
検
討
方
法
を
学
ぶ
～
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
授
業
検
討
～
」
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 

2 
 

 
拠
点
校
指
導
教
員
が
初
任
者
配
置
校
を
巡
回
し
、
初
任
者
に
参
観
授
業
や
示
範
授
業
を
行
い
、

ま
た
放
課
後
の
話
し
合
い
を
行
う
制
度
の
こ
と
。
 

 ◆
５
月
 

合
同
初
任
研
③
 

演
習
「
論
理
作
文
交
流
」（

論
理
作
文
に
つ
い
て
は
別
項
参
照
の
こ
と
）
 

 
講
義
「
行
事
指
導
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
」
 

 
演
習
「
行
事
指
導
 
Ｑ
&Ａ

」
 

 
道
教
委
計
画
研
修
一
般
研
修
（
管
内
の
初
任
者
と
顔
を
合
わ
せ
て
学
習
し
ま
す
）
 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

 ◆
６
月
 

合
同
初
任
研
④
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
（
運
動
会
指
導
）」

 

 
演
習
「
学
級
通
信
交
流
」
 

 
講
義
「
教
師
の
文
章
術
～
学
級
通
信
を
ど
う
書
く
か
～
」
 

 合
同
初
任
研
⑤
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
演
習
「
所
見
交
流
」
 

 
講
義
「
教
師
の
文
章
術
～
所
見
を
ど
う
書
く
か
～
」
 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

 ◆
７
月
 

合
同
初
任
研
⑥
 

 
授
業
参
観
「
教
え
て
表
現
さ
せ
る
授
業
」（

音
楽
、
合
唱
）
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
演
習
「
合
唱
指
導
の
あ
り
か
た

Q&
A」

 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
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5 
 

校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

◆
２
月
 

合
同
初
任
研
⑯
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
授
業
参
観
「
興
味
・
関
心
を
高
め
る
理
科
の
実
験
」
 

 
演
習
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
究
協
議
」
 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

 ◆
３
月
 

合
同
初
任
研
⑰
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
授
業
参
観
「
特
別
活
動
 
話
し
合
い
の
授
業
」
 

 
講
義
「
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
作
法
指
導
」
 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

 合
同
初
任
研
⑱
 

 
長
期
目
標
設
定
シ
ー
ト
ふ
り
返
り
、
再
記
入
、
1
年
間
の
学
び
の
共
有
化
 

 
次
年
度
初
任
研
参
加
ス
ピ
ー
チ
 

             

4 
 

校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

◆
１
１
月
 

合
同
初
任
研
⑪
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
子
ど
も
の
動
か
し
方
～
指
示
と
確
認
の
原
則
～
 

 
演
習
「
生
活
・
総
合
の
授
業
づ
く
り
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

4
校
合
同
研
修
 

 ◆
１
２
月
 

合
同
初
任
研
⑫
 

 
演
習
「
論
理
作
文
交
流
」
 

 
授
業
参
観
「
追
究
意
欲
を
高
め
る
社
会
科
授
業
」
 

 
演
習
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
究
協
議
」
 

 校
内
メ
ン
タ
ー
研
修
 

校
内
全
体
研
修
（
研
究
）
 

拠
点
校
指
導
 

 合
同
初
任
研
⑬
 

 
演
習
「
2
学
期
の
学
級
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」
 

 
長
期
目
標
設
定
シ
ー
ト
ふ
り
返
り
、
再
記
入
 

 
講
義
「
後
期
学
級
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
」
 

 
講
義
・
演
習
「
指
導
が
難
し
い
子
の
理
解
・
指
導
を
ど
う
す
る
か
」
 

 
講
義
「
生
徒
指
導
の
原
理
・
原
則
」
 

 ◆
１
月
 

合
同
初
任
研
⑭
 
ス
キ
ー
研
修
 

 合
同
初
任
研
⑮
 

 
演
習
「
子
ど
も
を
伸
ば
す
発
問
づ
く
り
演
習
」
 

 
講
義
・
演
習
「
基
礎
学
力
を
保
障
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
＆
コ
ツ
」
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日常的な研修サイクル

【旭川市立愛宕東小学校】

指導教諭のフォローアップが常にある状態で指導を受けることで、初任者が安心して実践的

な研修を行える環境を保障でき、初任者の確実なスキルアップを図りやすい状況にある。

また、指導教諭による指導観察、初任者の記録、リフレクションがジョブシャドーイング研

修の日常のサイクルとして定着することで、指導方法の改善、指導力の向上に効果がある。



○
○

考
察

○
○

 
周

り
の

同
期

採
用

者
が
，
採

用
と
同

時
に

学
級

担
任

と
し

て
勤
務

す
る

中
，
ジ

ョ
ブ
の

採
用
者

は
，
教

育
実

習
の

延
長

と
と

ら
え

ら
れ

か
ね
な

い
。

採
用

者
に

と
っ

て
は
，

 
「

自
分
の

力
量

の
な

さ
ゆ

え
，

１
年
間

の
見

習
い

期
間

が
与

え
ら
れ

た
の

で
は

な
い

か
。」

 
と

判
断
し

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら
れ

る
。
著

し
く

自
己
肯

定
感
を

下
げ

て
し

ま
い
，
教

員
と
し

て
の

晴

れ
や

か
な

ス
タ

ー
ト

を
阻

害
す

る
可
能

性
も

あ
る
。
ひ
い
て

は
，
そ
の

後
の

教
員

生
活
を

希
望
と

意
欲

を

も
っ

て
送

れ
な

い
ほ

ど
の

マ
イ

ナ
ス
イ

メ
ー

ジ
を

与
え

て
し

ま
う
か

も
し

れ
な

い
。

 
そ

う
で

は
な

く
，
将

来
を
嘱

望
さ
れ

て
選

出
さ

れ
た

こ
と

初
任
者

に
自

覚
さ

せ
る

と
同

時
に
，
周

囲
の

包
括

的
な

理
解

が
欠

か
せ

な
い

。
 

新
年

度
ス

タ
ー

ト
同

時
に

初
任

者
の

立
ち

位
置

を
明

確
に

す
る

よ
う

な
丁

寧
な

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

し
，

学
校

全
体

で
初

任
者

を
見
守

り
育

て
て

い
く

と
い

う
共
通

理
解

が
欠

か
せ

な
い

。
 

○
○

考
察

○
○

 
教

師
の

実
務

は
，

教
室

の
中

だ
け
に

あ
る

わ
け

で
は

な
い

。
学
校

と
い

う
組

織
の

中
で

，
滞
り

な
く
，

あ
る

い
は

よ
り

よ
い

学
校

を
目

指
し
て

行
う

べ
き

こ
と

が
た

く
さ
ん

あ
る
。
校
務

分
掌

の
仕

事
を
ど

う
行

う
か
，
同
僚

と
良

好
な

関
係
を

築
き
な

が
ら

協
同

す
る

た
め

に
は
ど

う
す

べ
き

か
，
と
い

う
こ
と

を
学

ぶ

こ
と

も
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

し
か
し

，
こ

れ
は

単
に

「
ど

う
働
く

か
」

と
い

う
技

術
の

話
を
し

て
い

る
の

で
は

な
い

。
す
べ

て
は

 
「

よ
り
良

い
学

校
，
よ

り
よ
い

教
育
」
の

た
め

に
，
い

わ
ば

児
童
の

た
め

に
学

校
組

織
は

機
能
す

べ
き

だ

と
い

う
視

点
に

立
っ

て
学

校
は

運
営
さ

れ
る

べ
き

だ
。
つ
ま

り
，
技
術

を
ど

う
身

に
付
け

る
か
と

い
う

こ

と
よ

り
も
，
目
の

前
の

仕
事

を
ど

の
よ
う

な
教

育
観

を
も

っ
て

行
う
か

と
い

う
こ

と
と

通
底

し
て
い

る
と

考
え

る
。

 
一

貫
し
た

指
導

観
，
教

育
観
の

も
と
に
，
ど
う

実
務

を
こ
な

し
て
い

く
か

と
い

う
こ

と
を

学
ぶ
た

め
に

も
，

で
き

る
限

り
指

導
教

諭
と

共
通
性

の
高

い
配

置
は

有
効

と
考
え

る
。

 

              ②
 
学

校
組
織

の
中

で
の

立
場

 
初

任
者

が
指
導

教
諭

か
ら

学
ぶ

と
い

う
趣
旨

を
最

大
限

生
か

す
た

め
に
，

学
校

組
織

の
中

で
は

以
下
の

よ
う

に
位

置
づ

で
行

っ

た
。

 
（

校
務

運
営

組
織

よ
り

）
 

◎
指
導

教
諭

 
・
６

年
２

組
担

任
 

・
研

修
部

部
長

 
・
指

導
教

諭
 

◎
初
任

者
 

・
担

任
外

（
TT

・
小

人
数

，
ジ
ョ

ブ
・

シ
ャ

ド
ウ

イ
ン

グ
）

 
・
研

修
部

 
                 

愛
宕

東
小

学
校

の
ジ

ョ
ブ

シ
ャ

ド
ウ

イ
ン

グ
の

取
組

 
 1 

本
校

の
取

組
 

 ①
 

学
校
体

制
 

・
初
任

者
は

１
名

。
 

・
指
導

体
制

の
類

型
は

，
A
型
・

学
級

担
任

形
式

で
あ
る

。
 

・
指
導

教
諭

で
あ

る
担

任
教

師
(宇

野
)学

級
に
副

担
任

と
し

て
位
置

づ
い

て
い

る
。

 
・

校
内

で
の

立
場
は

TT
で

あ
る
。

特
別

な
場

合
を

除
き

，
配
属

学
級

で
指

導
教

諭
を

シ
ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

し
て

い
る

。
 

  
上

記
し
た

よ
う

に
，
指

導
教

諭
の

学
級
に

固
定

的
に

配
属

す
る

タ
イ
プ

で
あ

る
た

め
，
取

組
が

閉
鎖
的

に
な

り
が

ち
で

あ
る

。
，

「
シ

ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

と
は

何
か

。
ど

の
よ

う
な

立
場

な
の
か

。
ど

の
よ

う
な

取
組

を
し
て

い
る
の

か
。
」
が

，
他

か
ら
見

え
に
く

い
。

指
導

教
諭

が
中

心
と

な
り

指
導

し
つ
つ

も
，

初
任

者
を
全

校
で

指
導

し
育

て
て

い
く

た
め

に
も
，

教
職

員
の

理
解

・
協

力

を
得

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た
，

児
童

や
保

護
者

へ
の

周
知
の

必
要

も
あ

る
。

 
 ◎

職
員
へ

の
周

知
 

・
北
海

道
教

育
委

員
会
の
初

任
者
研

修
の

新
モ

デ
ル

事
業

で
あ
る

。
 

・
指
導

教
諭

の
学

級
に

所
属

し
て
，

初
任

者
と

し
て

必
要

な
知
識

や
技

術
，

考
え

方
を

研
修
し

て
い

く
。

 
・

実
際

に
授

業
も

す
る

が
，

事
前
事

後
の

指
導

を
指

導
教

諭
よ
り

必
ず

受
け

る
。

 
・

副
担

任
と

し
て

位
置
付
け

ら
れ
る

。
 

・
必
要

に
応

じ
て
，
他

学
級

の
授
業

を
見

学
し

，
研

修
す

る
。

 
 

◎
児

童
へ

の
周

知
 

・
３
月

に
大

学
を

卒
業

し
，

北
海
道

教
育

委
員

会
に

正
式

採
用
に

な
っ

た
先

生
で

あ
る

。
 

・
１
年

間
，

こ
の

ク
ラ

ス
の

副
担
任

と
し

て
指

導
に

当
た

る
。

 
・

宇
野

先
生

と
同

じ
よ

う
に

授
業
し

た
り

指
導

し
た

り
す

る
。
礼

節
を

守
っ

て
ご

指
導

い
た
だ

く
よ

う
に

。
 

 
◎

保
護
者

へ
の

周
知

 
（

児
童
へ

の
説

明
に

付
加

し
て

）
 

・
北
海

道
教

育
委

員
会

の
委

託
事
業

で
あ

る
「

ジ
ョ

ブ
・

シ
ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

」
と

い
う

制
度
の

も
と

行
っ

て
い

る
。

 
・

非
常

に
優

秀
な

新
規

採
用

者
が
対

象
で

あ
る

。
 

・
初
任

者
が
授
業

を
行

っ
た

り
，
直

接
児

童
の

指
導

に
当

た
っ
た

り
す

る
。
事
前

事
後

の
指
導

を
必

ず
指

導
教

諭
に

よ
っ
て
行

わ
れ

て
い

る
。

 
 

児
童

へ
の

周
知
は
ス

ム
ー

ズ
に
進

み
，

負
荷

な
く

学
級

で
の
指

導
を

開
始

す
る

こ
と

が
で
き

た
。

 
職

員
に

つ
い

て
は

，
「

ジ
ョ

ブ
・

シ
ャ

ド
ウ

イ
ン

グ
」

と
い

う
未

知
の

制
度

に
つ

い
て

の
理

解
が

容
易

で
は

な
く

，
包

括
的

に

と
ら

え
て

い
た

だ
く

こ
と

が
難

し
か
っ

た
。

し
か

し
，

時
間

の
経
過

と
と

も
に

理
解

が
深

ま
っ
て

い
っ

た
。

 
ま
た
，
４
月

の
段

階
で
は

保
護
者

に
ア

ナ
ウ

ン
ス

す
る

こ
と
は

な
か

っ
た

が
，
７
月

参
観
日

の
懇

談
会

の
折

に
学

校
長
よ

り
説

明
を

行
っ

た
。
そ
の

こ
と

に
よ

り
，
新

採
用

者
が

立
場

を
明

確
に
し

な
が

ら
指

導
に

当
た

れ
る
よ

う
に

な
り

，
よ

り
ス

ム
ー
ズ
に

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。
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③
 

初
任
者
と
指
導
教
諭
の
人
間
関
係
の
構
築

 
 

初
任
者
は
，
一
日
中
（
ま
さ
に
，
言
葉
通
り
出
勤

か
ら
退
勤
ま
で
）
指
導
教
諭
に
つ
い
て
勤
務
す
る
。
そ
の
た
め
，
良
好
な

人
間
関
係

の
構
築
と
保
持
は
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
は
，
互
い
を
信
頼
す
る
こ
と
で
あ

る
。
互
い
の
信
頼
は
，
互
い
を
一
人
の
人
間
と
し
て
，
あ
る
い
は
，
同
じ
教
師
と
し
て
心
か
ら
尊
重
す
る
こ
と
が
根
底
に
あ
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
こ
れ
は
，
対
児
童
に
し
て
も
，
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

 
 ◎
当
初
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
４
月
１
日
）

 
・

自
己

紹
介

…
長
く
親
密
な
付
き
合
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
ゆ
え
，
公
開
し
得
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
こ
と
を
交
換
し
合
っ
た
。

 
・

教
員
に
な
っ
た
動
機
…
初
任
者
が
な
ぜ
こ
の
仕
事
を
選
択
し
た
か
は
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
率
直
な
志
望
動
機
を
聞
く
こ

と
に
よ
り
，
初
任
者
が

も
っ
て
い
る
教
師
像
，
教
育
観
に
触
れ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
ま
た
，
現
実

と
理
想
に
ど
の
程
度

乖
離
が
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
，
そ
の
後
の
指
導
の
方
向
性
を
決

め
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。

 
・

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
…
初
任
者
が
ど
の
よ
う
な
学
び
の
動
向
を
も
っ
て
い
る
か
，
ど
の
よ
う
な
強
み
を

も
っ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と

は
，
そ

の
後
初

任
者

が
ど
の

方
向
に

成
長
し

て
い

く
か
と

い
う
こ

と
に
も

つ
な

が
る
。

ま
た
，
指

導
教
諭

は
，
教

師
に

な
っ
て

か
ら
ど

の
よ
う

に
研

鑽
を
積

ん
で
き

て
い
る

か
を

話
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
，
教
師
と
は
常
に
学
び
続
け
る
存
在
で
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
唆
で
き

る
。

 
◎
勤
務
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
指
導
内
容

 
                      ○

ふ
り
か
え
り
ノ
ー
ト
よ
り
○

 
【
４
月
１
日
】

 
○
１
日
に
教
師
が
行
う
こ
と

 
・
学
級
，
学
年
の
引
き
継
ぎ

 
・
教
材
選
び

 
テ
ス
ト
は
，
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
難
し
す
ぎ
な
い
も
の
…
児
童
実
態
，
学
年
の
成
育
歴
に
応
じ
て

 
芸
術
科
目
は
活
動
と
予
算
に
合
わ
せ
て
選
ぶ

 
子
ど
も
の
実
態
（
学
力
，
器
用
さ
，
関
心
）
に
合
わ
せ
て

 
一
年
の
学
習
の
見
通
し
を
も
ち
，
今
ま
で
の
教
師
の
経
験
と
合
わ
せ
て

 
・
学
年
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
話
し
合
い

 
・
児
童
の
実
態
の
把
握

 
・
分
掌
会
議

 
☆
本
を
買
い
，
多
く
の
も
の
を
読
む

 
→
よ
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
，
テ
ー
マ
別
に

PC
に
保
存

 
昔
の
も
の
に
つ
い
て
も
目
を
通
す

 
☆
全
学
級
の
学
級
通
信
を
も
ら
う

 
☆
全
学
級
の
掲
示
物
の
写
真
を
撮
る

 
→
学
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
，
定
期
的
に
行
う

 
☆
児
童
に
対
し
て
丁
寧
な
言
葉
で
会
話
す
る

 
児
童
が
く
だ
け
た
言
葉
を
遣
っ
て
い
た
ら
，
言
い
直
さ
せ
る
こ
と

 
↓

 
適
切
な
距
離
を
と
る

指
示
が
通
ら
な
く
な
っ
て
し
な
う
こ
と
を
防
ぐ

 
 ☆
叱
る
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
叱
る

 
 

             
 

④
 
取
組
の
詳
細

 
◎

日
常
指
導

 
・
指
導
教
諭
の
指
導
観
察
，
記
録
，
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

 
                  
初
任
者
は
，
恒
常
的
に
観
察
・
記
録
を
行
う
。

 
観
察
に
つ
い
て
は
，
以
下
の
２
点
を
軸
に
行
っ
て
い
る
。

 
 

・
月
毎
の
計
画
に
基
づ
い
た
観
点

 
 

・
・
そ
の
都
度
，
重
要
と
感
じ
た
観
点

 
 

○
○
考
察
○
○

 
構
図
的
に
は
，
指
導
教
諭
は
指
導
す
る
側
で
あ
り
，
初
任
者
は
指
導
さ
れ
る
側
で
あ
る
。
し
か
し
，
こ

れ
ら
は
立
場
の
問
題
で
あ
り
，
人
間
的
に
初
任
者
を
支
配
し
た
り
洗
脳
し
た
り
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
初
任
者
の
人
格
や
考
え
方
を
尊
重
し
つ
つ
，
先
を
行
く
も
の
と
し
て
知
識
や
経
験
の
伝
授

を
通
し
て
，
初
任
者
自
ら
視
野
を
広
げ
自
分
ら
し
く
育
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
が
最

大
の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
指
導
教
諭
の
言
い
な
り
の
初
任
者
で
は
な
く
，
指
導
を
通
し
て
知
っ
た
こ

と
を
，
自
分
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
取
捨
選
択
で
き
る
主
体
性
の
あ
る
教
師
を
育
成
す
る
こ
と
が
初
任

者
指
導
の
肝
で
あ
る
と
考
え
る
。

 
ま
た
，
初
任
者
は
副
担
任
と
し
て
指
導
の
一
端
を
担
う
。
教
室
に
複
数
の
目
（
手
）
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
，
児
童
に
と
っ
て
も
学
級
担
任
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
絶
え
ず
も
つ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

 
 

 

－ 47 －



 
 

教
室
で
は
，
時
系
列
で
次
々
に
観
察
し
た
こ
と
を
記
録
し
，
放
課
後
，
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
。

そ
れ
ら
を
も
と
に
，
定
例

で
行
っ
て
い
る
指
導
教
諭
と
の
対
話
を
す
る
。
新
た
に
湧
い
た
疑
問
や
付
随
し
て
出
て
き
た
課
題
，
あ
る
い
は
，
理
解
を
深
め

た
こ
と
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
付
け
加
え
る
。
最
終
的
な
学
び
の
形
と
し
て
，
ノ
ー
ト
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
際
に
考
察
を
ま
と
め
て

い
る
。

 
（
観
察
ノ
ー
ト
）
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（

デ
ジ
タ
ル
化
）

 
【
４
月

8
日
】

 
○
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と

 
☆
自
分
が
担
任
だ
っ
た
ら

児
童
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
，
何
を
す
べ
き
か

考
え

て
動

く
 

な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
？

 
一
年
後
ど
の
よ
う
な
児
童
を
育
て
た
い
の
か
？

 
ど
ん
な
力
を
つ
け
る
た
め

に
そ
う
す
る
の
か
？

 
⇒
自
分
な
り
の
考
え
を
も
っ
た
上
で
行
動
す
る

 
常
に
，
理
想
の
教
師
で
あ
れ
ば
今
ど
う
す
る
の
か
考
え
な
が
ら
行
動
す
る

 
☆
児
童
も
，
人
格
を
も
っ
た
一
人
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
意
識

 
人
格
は
，
教
師
も
児
童
も
変
わ
ら
な
い

 
む
し
ろ
教
師
よ
り
も
優
れ
た
人
格
を
も
つ
児
童
が
た
く
さ
ん
い
る

 
⇒
一
人
ひ
と
り
の
児
童
を
尊
重

 
☆
学
級
づ
く
り
に
つ
い
て
の
視
点
を
絞
っ
て
教
育
活
動
を
み
る

 
例
）
教
師
と
児
童
の
ラ
ポ
ー
ル
の
つ
く
り
か
た

 
集
団
を
動
か
す
方
法

 
４
月
に
指
導
す
べ
き
こ
と
と
は
？

 
  ☆
教
育
活
動
に
対
し
て
，
自
分
な
り
の
考
え
を
も
つ

 
見
た
こ
と
，
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
記
録
し
て
い
く

 
常
に
自
分
は
ど
う
思
う
か
，
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
を
考
え
る

 
 ☆
褒
め
る
視
点
を
磨
く

 
児
童
の
褒
め
る
と
こ
ろ
は
無
限
に
あ
る

 
し
か
し
，
多
く
の
視
点
を
も
っ
て
い
な
い
と
褒
め
ら
れ
な
い

 
視
点
を
増
や
そ
う

 
 ◎
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
時
間
を
ど
ん
ど
ん
見
つ
け
て
，
ど
ん
ど
ん
聞
く

 
            

 ○
本

日
ま

で
に

考
え

た
こ
と

 
□

担
任
の

先
生

と
同

じ
意

識
で

児
童
と

か
か

わ
る

 
→

も
っ

と
担

任
の

先
生

方
に

聞
く
こ

と
が

あ
る

は
ず

。
 

自
分

の
行

動
を

客
観

的
に

み
て
み

る
 

な
ぜ
声
を
か
け
る
の
か
？

な
ぜ
手

伝
う

の
か

？
 

児
童
の
実
態

＋
教
師

の
思
い

 
 □

自
分
に

足
り

な
い

力
を

把
握

 
こ

の
１

年
で

何
を

学
び

た
い

か
 

 □
教

師
と

し
て

の
自

覚
，

意
識

の
高
さ

 
自

分
は

何
の

た
め

に
そ

こ
に

い
る
の

か
？

 
何

が
で

き
る

の
か

？
 

→
適
切
な
行
動
は
，
思
い

切
り
褒

め
る

 
適

切
で

は
な

い
行
動
は

，
な
ぜ

い
け

な
い

の
か

明
確

に
し
て

注
意

す
る

 
↓

 
児

童
と

関
わ

る
中

で
学

ぶ
こ

と
が
多

い
 

ど
ん
ど

ん
関

わ
ら

な
け

れ
ば

，
機
会

を
失

っ
て

し
ま

う
 

 □
積

極
性

 
や

ろ
う

か
や

ら
な

い
か

迷
っ

た
ら
，

と
り

あ
え

ず
や

っ
て

み
る

 
失

敗
か

ら
学

ぶ
 

 ○
１

年
間

勉
強

す
べ

き
こ
と
，

自
分
に

足
り

な
い

も
の

 
□
知
識

 
□

児
童

と
の

信
頼

関
係

を
つ

く
る
方

法
 

□
学
級

経
営

力
，

集
団

を
ま

と
め
る

 
□

児
童

の
興

味
関

心
を

引
き

出
す
力

 
□

指
導

力
 

□
わ
か

り
や

す
い

話
し
方

 
□

変
化

（
表

情
，

口
調

）
 

□
保
護

者
と

の
関

わ
り

方
 

□
授
業

力
 

□
語
彙

力
 

□
声
の

大
き

さ
 

□
適
切

な
発

言
の

仕
方
（
社

会
人
と

し
て

恥
ず

か
し

く
な

い
話
し

方
）

 
□

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
 

□
褒
め

る
視

点
 

□
精
神

力
 

  

□
圧

倒
的

に
勉

強
不

足
 

北
海
道

の
市

町
村

名
 

世
界
遺

産
の

場
所

と
名

前
 

漢
字

 
 

○
自

分
に

あ
る

も
の

 
□
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 ○
こ
れ
か
ら
実
行
す
る
こ

と
 

 □
自
分
の
仕
事
は
，
事
前

に
準
備
し
て
お
く

 
□
大
き
な
声
で
話
す
（
常
に
）

 
□
い
つ
も
笑
顔
で
い
る

 
□
常
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
て
行
動
す
る

 
□
明
確
な
目
的
を
も
っ
て

動
く

な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
，
あ
と
か
ら
説
明
可

能
 

□
積
極
的
に
児
童
と
関
わ
る

 
□
先
生
に
対
し
て
も
，
自

分
か
ら
関
わ
る
。

積
極
的
に
学
ぼ
う
と
す
る

 
□
毎
日

目
標
を
明
確
に
し
て
か
ら
活
動
す
る

 
参
観
す
る
視
点
を
明
確
に
す
る

 
□
す
き
間
時
間
を
利
用
し

て
学
ぶ

 
□
来
年
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
か
理
想
像
を
描
く

 
□
気
に
な
っ
た
こ
と
，
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
も
聞
く

 
□
今
の
３
倍

人
と
の
関
わ
り
を
増
や
す

 
□
と
に
か
く

た
く
さ
ん
子
ど
も
と
遊
ぶ
，
話
か
け
る

 
□

ど
ん
ど
ん
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
探
す

 
□
た
く
さ
ん
失
敗
す
る

失
敗
か
ら
学
ぶ

 
    ○
一
年
後
ど
う
な
っ
て
い
た
い
か
，
一
年
後
ま
で
に
行
う
こ
と

 
□
１
～
６
年
の
４
教
科
の
教
科
書
を
全
て
み
る

 
□
正
し
い
日
本
語
を
使
う

 
□
大
き
な
声
で
話
す

 
□

全
校
児
童
の
顔
と
名
前

が
わ
か
る

 
□
自
信
を
も
っ
て
，
児
童

と
保
護
者
の
前
に
立
つ

 
□
児
童
と
適
切
な
距
離
を
保
っ
て
い
る

 
□
常
に
児
童
を
褒
め
る
こ

と
が
大
切

 
□
学
校
生
活
の
一
年
の
流

れ
を
つ
か
む

 
□
常
に
笑
っ
て
い
る

 
□

根
性
を
つ
け
る

 
□

規
則
正
し
い
生
活
を
す

る
 

□
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る

 
□
一
年
か
ん
や
っ
た
こ
と

は
何
も
な
い

す
べ
て
や
り
尽
く
し
た
と
思
え
る
よ

う
に

す
る

 
□
児
童
と
一
緒
に
笑

っ
た
り
，
泣
い
た
り
す
る

児
童
に
寄
り
添
う

 
□
小
学
校
で
習
っ
た
か
ん
じ
は
す
べ
て
頭
に
い
れ
る

 
   

 ○
何

の
た

め
に

，
学

級
に

入
っ

て
い
る

の
か

 
□

勉
強
に

遅
れ

が
ち

な
児
童
に

教
え
る

 
□

困
っ
て

い
る

子
を

助
け

る
 

□
共

感
す

る
 

□
褒

め
て

自
信

を
つ

け
さ

せ
る

，
自
分

の
良

い
と

こ
ろ

に
気

づ
か
せ

る
 

□
児

童
に

，
学

校
，

勉
強

，
運

動
は
楽

し
い

も
の

だ
と

思
わ

せ
る

 
□

子
ど
も

を
笑

顔
に

す
る

 
□

自
分
で

考
え

て
行

動
さ
せ
る

 
□

成
長
を

実
感

さ
せ

る
 

□
担

任
の

先
生

の
技

を
吸

収
す

る
 

□
担

任
の

先
生

の
負

担
を

少
し

で
も
軽

減
す

る
 

□
た

く
さ

ん
児

童
と

接
し
，
関

わ
り
方

を
学

ぶ
 

□
教

育
活

動
を

，
よ

り
充
実
さ

せ
る

 
 ○

よ
り
具

体
的

な
目

標
 

□
一

週
間

に
最

低
１

冊
は

読
む

 
□

毎
日
目

標
を

立
て

て
か

ら
１

日
を
ス

タ
ー

ト
さ

せ
る

 
□

記
録
を

毎
日

欠
か

さ
ず

つ
け

る
 

□
不

明
な

こ
と

，
知

り
た

く
な

い
こ
と

は
，

す
ぐ

に
聞

く
 

□
周

り
を

よ
く

見
る

，
ア

ン
テ

ナ
を
図

る
 

 ○
勉

強
す

べ
き

こ
と

 
道

内
の
市

町
村

名
 

世
界

遺
産

の
場

所
と

名
前
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◎
授
業
指
導

 
                   

最
初
は
，
時
間
を
か
け
て
教
材
研
究
し
指
導
案
を
作
成
し
て
授
業
を
行
っ

て
い

た
。
丁

寧
に

教
材

を
分

析
し

理
解
を

深
め

指
導
観
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
，
大
切
な
力
量
形
成
で
は
あ
る
。
し
か
し
，

実
際

に
学
級

を
も

っ
た

時
に

，
毎

日
緻
密

な
指

導
案
を
書
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
，
緻
密
に
授
業
案

を
つ

く
る
と

い
う

力
量

形
成

と
併

せ
て
，

ポ
イ

ン
ト
を
押
さ
え
て
短
時
間
で
授
業
を
構
成
す
る
と
い
う
力
量
形
成
が
必
要
で
あ

る
。

 
よ
っ
て
，
前
半
は
緻
密
な
授
業
構
成
に
力
点
を
，
後
半
は
短
時
間
で
ポ
イ
ン

ト
を

押
さ
え

た
授

業
構

成
に

力
点

を
お
い

て
授

業
づ
く
り
行
っ
た
。
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短期的シャドーイングサイクル

【釧路市立芦野小学校】

ジョブシャドーイング研修のサイクルとして、指導教諭が実践し、実践内容の意味を指導し、

初任者に練習させ、実践させることにより評価し、初任者が自らが考え、工夫改善につなげる

というサイクルが確立していることで、確実なスキルアップに効果がある。



平
成

27
年

1
月

27
日
 
釧
路
市
立
芦
野
小
学
校

 
平

成
26

年
度

 
第
２
回
 
初
任
者
研
修
の
抜
本
的
改
革
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
推
進
協
議
会
 
資
料

 

＜
上

記
の

５
つ

は
，

教
育

職
員

養
成

審
議

会
「

新
た

な
時

代
に

向
け

た
教

員
養

成
の

改
善

方
策

に

つ
い
て
（
第
一
次
答
申
）
（
平
成
９
年
７
月
２
８
日
）
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
：

 
ht

tp
://

w
w

w.
m

ex
t.g

o.
jp

/a
_m

en
u/

sh
ot

ou
/k

yo
in

/n
ee

ds
/ 

よ
り
抜
粋
＞

 
 Ⅱ

 
ジ

ョ
ブ
シ

ャ
ド

ー
イ

ン
グ

の
意
義

と
具

体
的
実
践

例
 

 
ジ

ョ
ブ

シ
ャ

ド
ー

イ
ン

グ
の

意
義

を
ど

う
捉

え
，

ど
の

よ
う

に
実

施
し

た
か

。
そ

の
実

例
を

示
す

。
前

述
の

手
順

や
内
容
を
踏
ま
え
て
対
応
さ
せ
る
。

 
  

１
 

ジ
ョ
ブ

シ
ャ

ド
ー

イ
ン

グ
の
意

義
 

新
卒

教
師

が
，

教
師

と
し

て
一

人
前

に
近

づ
く

た
め

に
，

教
師

と
し

て
必

要
な

能
力

を
具

体
的

に

学
ぶ

必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
と
い
う
部
分
が
特
に
重
要
だ
。

 
大

学
な

ど
の

教
員

養
成

課
程

で
の

学
び

を
経

て
，

教
育

実
習

も
経

験
し

教
師

に
な

っ
た

初
任

者
だ

が
，

他
の
多
く
の
職
業
と
同
じ
よ
う
に
就
職
し
て
か
ら
で
な
い
と
学
べ
な
い
内
容
は
多
い
。

 
例

え
ば
，
子
供
と
出
合
う
初
日
の
第
一
声
は
ど
の
よ
う
に
何
を
話
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
，

子
供

を
体

育
館

か
ら

教
室

ま
で

連
れ

て
い

く
時

に
必

要
な

指
導

は
何

で
あ

ろ
う

。
例

え
ば

，
初

め
て

の
授

業
で

一
番

初
め

に
指

導
す

べ
き

事
項

は
何

で
あ

ろ
う

。
例

え
ば

，
休

み
時

間
は

ど
う

過
ご

さ
せ

た
ら

よ
い

の
で

あ
ろ

う
。

例
え

ば
，

大
量

の
プ

リ
ン

ト
を

確
実

に
配

布
す

る
に

は
ど

う
す

べ
き

だ
ろ

う
。

例
え
ば
，
初
日
の
下
校
時
に
す
べ
き
指
導
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
講

義
室
で
は
学
び
に
く
い
内
容
ば
か
り
で
あ
る
。

 
教

育
実

習
の

経
験

が
助

け
て

く
れ

る
場

合
も

あ
る

。
し

か
し

，
実

習
生

と
教

師
と

で
は

そ
の

立
場

が
全

く
違

う
。

実
習

生
は

所
詮

学
生

な
の

で
あ

る
。

学
生

は
教

師
に

守
ら

れ
る

立
場

で
あ

り
，

教
師

は
学

生
を

守
る

立
場

で
あ

る
。

こ
の

立
場

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

に
初

任
者

は
多

く
を

学
ば

ね
ば

な
ら

 
な
い
。

 
こ

れ
ま
で
の
初
任
者
の
学
び
の
実
態
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

 
自

分
な
り
に
試
行
錯
誤
し
て
学
ぶ
の
が
良
い
。

 
こ

の
考

え
方

の
全

て
を

否
定

は
し

な
い

。
試

行
錯

誤
を

繰
り

返
し

成
長

し
た

教
師

も
少

な
く

な
い

か
ら

だ
。

し
か

し
，

優
れ

て
い

る
と

は
言

い
難

い
。

試
行

錯
誤

を
繰

り
返

し
て

も
成

長
で

き
な

い
教

師
も

少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

 
勉

強
が

で
き

な
い

子
供

を
叱

り
つ

け
て

し
ま

っ
た

経
験

が
あ

る
。

勉
強

を
や

ろ
う

と
し

な
い

子
供

を
放

っ
て
お
い
た
経
験
が
あ
る
。
で
き
な
い
子
供
に
は
や
り
方
を
教
え
、
励
ま
す
の
が
教
師
で
あ
る
。

や
ろ

う
と
し
な
い
子
供
に
は
反
省
さ
せ
、
意
欲
を
高
め
よ
う
と
す
る
の
が
教
師
で
あ
る
。

 
自

分
な
り
に
試
行
錯
誤
し
た
学
ん
だ
経
験
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
過
去
の
自
分
が
浮
か
ぶ
。

 
「

愚
者
は
経
験
に
学
び
、
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ

。
」（

初
代

ド
イ

ツ
帝

国
宰

相
オ

ッ
ト

ー
・
フ

ォ
ン

・

ビ
ス

マ
ル
ク
の
言
葉

<1
81

5
年

 -
 1

89
8
年

>）
 

経
験

だ
け

か
ら

学
ぶ

の
は

も
う

や
め

よ
う

。
優

れ
た

先
人

先
達

か
ら

謙
虚

に
学

び
続

け
る

文
化

を

教
師

文
化
の
常
識
に
し
よ
う
。
こ
れ
が
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
意
義
で
あ
る
。

 

平
成

27
年

1
月

27
日

 
釧

路
市

立
芦

野
小

学
校

 
平
成

26
年
度
 

第
２
回

 
初

任
者

研
修

の
抜

本
的

改
革

に
関

す
る

調
査
研

究
事

業
推

進
協

議
会

 
資

料
 

ジ
ョ

ブ
シ

ャ
ド

ー
イ

ン
グ

の
振

り
返

り
 

釧
路

市
立

芦
野

小
学

校
 
渥

美
清

孝
 

  
今

年
度

の
ジ

ョ
ブ

シ
ャ

ド
ー

イ
ン

グ
の

取
組

を
振

り
返

り
，

芦
野

小
学

校
に

お
け

る
成

果
と

課
題

を
踏

ま
え
た
上
で
，
初
任
者
研
修

の
抜

本
的

改
革

の
為

に
次

の
報

告
を

す
る
。

 
 

こ
の

報
告

は
，

初
任

者
研

修
を

ど
の

よ
う

に
進

め
る

べ
き

か
と

い
う

問
題

に
正

対
し

た
解

で
あ

る
。

ジ

ョ
ブ
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
と
い

う
枠

組
み

の
中

で
の

解
で

あ
る

。
 

 Ⅰ
 

ジ
ョ
ブ

シ
ャ

ド
ー
イ

ン
グ

の
手

順
と

内
容
 

 
手

順
と

手
続

き
を

区
別

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

手
順

は
対

象
で

あ
る

初
任

者
の

実
態

を
大

切
に

し
た

方
法

で
あ

り
，

手
続

き
は

指
導

者
の

都
合

を
優

先
し

た
方

法
で

あ
る

。
手

順
と

し
て

行
う

の
が

肝
要

で
あ

る
。

 
 

内
容

に
つ

い
て

は
，

ふ
た

つ
の

階
層

に
分

け
て

述
べ

る
。

教
師

と
し

て
必

要
な

能
力

と
そ

れ
を

支
え

る

考
え
方
で
あ
る
。
技
能
と
観

と
言

い
換

え
て

も
良

い
。

 
 

１
 

ジ
ョ

ブ
シ

ャ
ド

ー
イ
ン

グ
の

手
順

 

 
次

の
手

順
が

理
想

で
あ

る
。

短
期

的
サ

イ
ク

ル
で

実
施

す
る

場
合

も
あ

る
し

，
長

期
的

サ
イ

ク
ル

で

実
施
す
る
場
合
も
あ
る

。
 

①
 

手
本
を
見
せ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
②
 

手
本

の
意

味
を

教
え

る
。

 
③
 

練
習
さ
せ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
④
 

実
践

さ
せ

る
。

 
⑤
 

評
価
し
反
省
・
改

善
さ

せ
る

。
 

 
⑥

 
工

夫
を

さ
せ

る
。

 
 ２

 
ジ

ョ
ブ
シ

ャ
ド

ー
イ
ン

グ
の

内
容

 

教
師

と
し

て
必

要
な

能
力

（
技

能
）

と
教

師
と

し
て

必
要

な
能

力
を

支
え

る
考

え
方

（
観

）
の

ふ

た
つ
の
階
層
に
分
け

る
。

 
ま

ず
，

教
師

と
し

て
必

要
な

能
力

を
次

の
よ

う
に

分
類

す
る

。
そ

れ
ら

に
つ

い
て

指
導

す
る

場
合

は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
能

力
を

支
え

る
考

え
方

（
観

）
に

ま
で

言
及

す
る

。
 

 
 

①
 

教
師
と
し
て
必

要
な

能
力

（
技

能
）

の
分

類
 

○
 

実
践
的
指
導
力

 
・

教
科

指
導

 
 

・
学

級
指

導
 

 
・

校
内

外
生

徒
指

導
 

○
 

組
織
貢
献
力
 

 
・

分
掌

業
務

 
 

・
学

年
業

務
 

 
・

学
級

業
務

 
○
 

地
域
貢
献
力
 

 
・

保
護

者
連

携
 

・
社

会
教

育
と

の
連

携
 

○
 

事
務
能
力
 
 

 
・

服
務

関
係

各
種

届
出

 
・

公
文

書
作

成
，

管
理

，
保

管
な

ど
 

②
 

教
師
と
し
て
必
要

な
能

力
を

支
え

る
考

え
方

（
観

）
 

○
 

教
育
者
と
し
て

の
使

命
感

 
 

○
 

人
間

の
成

長
・

発
達

に
つ

い
て

の
深

い
理

解
 

○
 

幼
児
・
児
童
・

生
徒

に
対

す
る

教
育

的
愛

情
 

 
○

 
教

科
等

に
関

す
る

専
門

的
知

識
 

○
 

広
く
豊
か
な
教

養
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平
成

27
年

1
月

27
日

 
釧

路
市

立
芦

野
小

学
校

 
平
成

26
年
度
 

第
２
回

 
初

任
者

研
修

の
抜

本
的

改
革

に
関

す
る
調

査
研

究
事

業
推

進
協

議
会

 
資

料
 

単
に

対
象

と
な

っ
た

初
任

者
が

育
て

ば
良

い
と

い
う

結
果

主
義

・
成

果
主

義
で

は
い

け
な

い
。

初

任
者
研
修
の
改
善

に
つ

な
げ

る
為

に
学

び
続

け
る

教
師

文
化

の
再

構
築

を
目

指
そ

う
。

 
 

 
２

 
ジ

ョ
ブ

シ
ャ

ド
ー
イ

ン
グ

の
具
体

的
実

践
例

 

 
 

次
の
よ
う
な

授
業

場
面

を
に

お
け

る
実

例
を

示
す

。
 

国
語

の
授

業
中

に
小

学
３

年
生

の
Ａ

君
が

音
読

を
し

て
い

る
が

，
声

量
が

小
さ

く
，

よ
く

聞
き

取

れ
な
い
。
実
践
的

指
導

力
の

高
い

教
師

は
ど

の
よ

う
に

指
導

す
る

か
。

 
次
の
よ
う
な
指

導
が

行
わ

れ
た

。
 

Ａ
君

の
音

読
の

声
量

が
小

さ
い

と
指

摘
し

，
正

し
い

呼
吸

法
を

教
え

，
も

う
一

度
音

読
さ

せ
，

向

上
さ
せ
た
。

 
Ａ
君
の
声
量
が

小
さ

い
事

実
を

見
逃

さ
な

い
「

教
育

者
と

し
て

の
使

命
感

」
，

３
年

生
で

あ
れ

ば
ど

の
程
度
の
声
量
が

適
正

か
と

い
う

「
人

間
の

成
長

・
発

達
に

つ
い

て
の

深
い

理
解

」
，

必
ず

向
上

さ
せ

る
と
い
う
「
児
童

に
対

す
る

教
育

的
愛

情
」，

声
量

を
適

正
に

す
る

た
め

に
呼

吸
が

大
切

だ
と

い
う
「

教

科
な
ど
に
対
す
る

専
門

的
知

識
」
，
音

読
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

喜
び

が
人

生
を

豊
か

に
す

る
と

い
う

「
広
く
豊
か
な
教

養
」

が
，

こ
の

さ
さ

や
か

な
指

導
の

意
味

な
の

で
あ

る
。

 
 

 
 

こ
の
よ
う
な

事
例

を
，

初
任

者
は

ど
の

よ
う

に
学

ぶ
べ

き
か
。

先
程

の
手

順
に

当
て

は
め

る
。

 
 
①
 

手
本
を
見

る
。

 
 
 
 
 
指
導
教
諭
の

授
業

を
参

観
す

る
。

授
業

中
に

次
の

よ
う

な
指

導
が

行
わ

れ
た

。
 

国
語

の
授

業
中

に
小

学
３

年
生

の
Ａ

君
が

音
読

を
し

て
い

る
が

，
声

量
が

小
さ

く
，

よ
く

聞

き
取
れ
な
い

。
そ

こ
で

，
指

導
教

諭
は

次
の

よ
う

に
指

導
し

た
。

 
「

Ａ
君

の
音

読
は

も
う

少
し

声
を

大
き

く
す

る
と

良
い

。
そ

の
為

に
は

息
を

し
っ

か
り

吸
う

の
が
大
切
だ

よ
。

さ
あ

，
息

を
吸

っ
て

ご
ら

ん
。

そ
う

し
て

か
ら

声
を

出
す

の
だ

よ
。
」

 
Ａ
君
の
音

読
は

改
善

し
，

Ａ
君

は
向

上
し

た
。

 
②
 

手
本
の
意

味
を

知
る

。
 

 
 
 
 
放
課
後
の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

で
，

次
の

よ
う

な
解

説
を

聞
く

。
 

ま
ず
，
Ａ

君
の

声
量

が
小

さ
い

事
実

を
見

逃
し

て
は

い
け

な
い

。（
教
育

者
と

し
て

の
使

命
感

）

当
然

，
３

年
生

で
あ

れ
ば

ど
の

程
度

の
声

量
が

適
正

か
と

い
う

理
想

状
態

を
分

か
っ

て
い

る
必

要
が
あ
る
。
（
人

間
の

成
長

・
発

達
に

つ
い

て
の

深
い

理
解

）
そ

し
て

，
必

ず
向

上
さ

せ
る

と
い

う
教
師
の
思

い
が

必
要

だ
。（

児
童

に
対

す
る

教
育

的
愛

情
）

そ
の

為
に

声
量

を
適

正
に

す
る

た

め
の

指
導

事
項

を
知

っ
て

い
る

必
要

が
あ

る
。

Ａ
君

の
場

合
は

呼
吸

を
改

善
す

る
必

要
が

あ
っ

た
。
頑
張
っ

て
声

を
出

す
の

だ
よ

と
い

う
根

性
論

ば
か

り
で

は
い

け
な

い
よ

。
（
教

科
な

ど
に

対

す
る
専
門
的

知
識

）
音

読
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

喜
び

が
Ａ

君
の

人
生

を
豊

か
に

す
る

の
だ

よ
。

（
広
く
豊
か

な
教

養
）

 
③
 

練
習
す
る

。
 

 
 

 
 

説
明

を
聞

い
た

後
，

模
擬

授
業

の
形

式
で

，
音

読
指

導
を

練
習

す
る

。
指

導
教

諭
が

子
供

役
を

平
成

27
年

1
月

27
日
 
釧
路
市
立
芦
野
小
学
校

 
平

成
26

年
度

 
第
２
回
 
初
任
者
研
修
の
抜
本
的
改
革
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
推
進
協
議
会
 
資
料

 

す
る

。
 

④
 
実
践
す
る
。

 
 

 
 

 
次

の
日
の
授
業
で
，
一
場
面
を
任
せ
て
も
ら
い
，
音
読
指
導
を
行
う
。

 
⑤

 
評
価
を
受
け
，
反
省
・
改
善
す
る
。

 
 

 
 

 
指

導
教
諭
に
参
観
し
て
も
ら
い
，
指
摘
を
受
け
，
反
省
し
，
改
善
す
る
。

 
⑥

 
工
夫
を
す
る
。

 
 

 
 

 
次

の
日

の
授

業
で

も
，

音
読

指
導

を
す

る
。

そ
の

際
，

自
ら

考
え

，
聞

き
方

指
導

を
入

れ
る

な

ど
の
工
夫
を
す
る
。

 
 

こ
の

よ
う

な
手

順
で

こ
の

よ
う

な
内

容
を

学
び

続
け

る
教

師
を

育
て

，
学

び
続

け
る

教
師

文
化

を

再
構

築
し
よ
う
。
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	５．
より効果的な取り組み方、指導の在り方（特色ある取組）

